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ヒツジグサとジュンサイの浮葉の動態（予報）

はじめに

浮葉植物群落という水位変動の影響が大きt 、特異な生 

息域での群落維持機構を解明するため、筆者らは各種浮 

葉植物の生活史について研究を進めている。これは、同 

一水体中に同時に出現する確率の高い（つまり、似たよ 

うな水質を好む）ヒツジグサとジュンサイ、あるいはヒ 

シとガガブタといった2種の浮葉植物の水深によるすみ 

わけ現象の原因を探るものであり、具体的には、①栄養 

成長期における浮葉の展開様式および浮葉間の干渉、② 

発芽期および実生期における光要求性、③休眠期におけ 

る種子や栄養繁殖体の耐乾性などを調べている。今回は 

このうちヒツジグサ(.Nymphaea tetragona Georgi)

とジュンサイ { Brasenia schreberi J .F .G m el.) の 

浮葉の動態に関する1986年の結果の一部を発表する。こ 

の研究は文部省科学研究費補助金 （ Na 6174037 4 )の交
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付を受けて行なった。

調査地と方法

調査は島根県松江市大垣町にある円木池およびその近 

くにある小池（ヒツジダサとホソバミズヒキモが生育 

し、ここではヒツジ池と仮称する）で1986年 5 月から12 

月にかけて行なった。円木池には上記の4 種類の浮葉植 

物が生育しており、特にヒシとガガブタが優占してい 

た （国 井 •椿 、1987)。 5 月の調査開始時にヒツジ池 

のヒツジグサ純群落と円木池のジュンサイ純群落の水面 

に、50x50cmのコドラットをそれぞれ2 つずつ設置し、 

約一週間の間隔でコドラット内に新たに出現した浮葉の 

マーキング （ K u n ii,準備中）を行なった〇そして、コ 

ドラット内に存在するすべての浮葉の長径と短径（ヒツ 

ジグサでは葉柄の付け根から葉身の先端までの長さとこ
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図 1 . ジュンサイとヒツジダサの単位面積当たりの浮葉の積算数（黒丸）と各調査日における現存浮葉数 

(白丸）の季節変化。図の上部には浮葉の新生率（実線）と枯死率（破線）を示す。
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れに直交する付け根を通る線分の長さ）を測定し、葉の 

被食状態と黄変状態を記録した。これとは別に、各月毎 

にコドラット外からいくつかのサンプル葉を採集し、そ 

の葉面積と乾重を計り、これらと長さとの関係を求めた。 

以上の測定と記録から、各測定□の現存浮葉数および積 

算浮葉数、そして個葉の寿命と葉面積、および浮葉の現 

存量等の時間的変化に関する情報を得た。結果はすべて 

2つのコドラツトでの平均値で示した。なお、

回帰式についてはまだサンプル数が少なく、

今後その精度を高める予定であるので、ここ 5〇

では面積と重量に関する結果を省略すること

とした0 単位面積当たりの測定の他、 ヒツジ

グサについては円木池の4 個体をマーキング

して、それぞれの浮葉の展開と開花の様子を ぬ
継時的に観察した。

結 果 牵

現存浮葉数の季節変化はヒツジダサとジュ 

ンサイのどちらも2 山型を示した（図 1 )。 8

ジュンサイでは7 月中旬 （ 98枚 / ri)、 ヒツ 稱  
ジグザでは8 月中旬 （ 166枚 / n f ) に一時的 ^ 2〇

に落ち込み、その後どちらも季節的最大浮葉 &

数に達した（ジュンサイは338枚 / m2、 ヒツ 

ジグサは310枚 / nf )〇ジュンサイとヒツジ 

ダサの年間の積算浮葉数はそれぞれ990枚 /  10

nfと1138枚 / nfであった0 浮葉の最大新生率 

はジュンサイが12枚 / n f /日、ヒツジダサが 図 2

16.8枚ノn f /日で、最大枯死率もほぼ同じ値 

をとった。

図 2 は各調査日に新たにマーキングされた新生葉の平 

均寿命の季節変化を示している。ヒツジダサは6 月中旬 

と10月上旬に2 回のピークを持ち、最大値は10月 2 日の 

51.1日だった。最も平均寿命の短かったものは8 月下旬 

の浮葉であり、20.5日という値であった。 8 月下旬から 

の 1ケ月間の寿命の伸びは注目に値する。これに対し、 

ジュンサイの浮葉の寿命は5 月から徐々に伸びてゆき、
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ヒツジグサとジュンサイの各調査日における新生葉の 

平均寿命の季節変化。
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図 3 . 円木池のヒツジグサ4 個体の積算浮葉数の時間的変化と開花数（白三角）。
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7 月下旬にピ_クに達した後 （ 30.7日）、徐々に短くな 

るという1山型を示した。年間を通しての平均寿命はヒ 

ツジグサが約30日、ジュンサイが約25日であった。

図 3 は円木池でのヒツジグサ4 個体それぞれの積算浮 

葉数及び開花数の時間的変化を示す。開花数の多い個体 

では8 月下旬から10月上旬にかけて測定日ごとに新しい 

花を咲かせており、合計6 つの花を生じた。少ない個体 

では開花数は2 つであった。積算浮葉数は多い個体で47 

枚、少ない個体で32枚だった。或る時間断面での現存浮 

葉数も個体ごとに異なり、2敝 から12feの間を変動した。 

積算浮葉数と積算開花数の比は、最小値が7 .5、最大値 

が17.0だった。ヒツジ池での結果は13.9 ( 1 nf当たり浮 

葉数1138 : 花数8 2 )と、これらの中間の値であった。

おわりに

ヒツジグサは葉柄を水面に伸ばして浮葉を展開するの 

に対し、ジュンサイは水中茎を伸ばして浮葉を展開する。 

このように浮葉の形態や展開様式の異なる植物であるに 

もかかわらず、それらの積算浮葉数や最大現存浮葉数が 

ほぼ同じ値であったことは興味深い。また、表 1に示さ 

れるように、多くの浮葉植物の浮葉の寿命は概して短く、 

20日から30日の間がほとんどであり、浮葉の回転率（生 

育期間の日数を浮葉の平均寿命で割った値）は6 .3から 

7 .3と大きい。

以上のような種間の類似現象とは反対に、種内におけ 

る寿命の季節変化や個体当たりの開花数には大きな差が 

あった。浮葉植物の生態、特に浮葉の動態についての情 

報はこれまで数えるほどであったが、最近になってオラ 

ンダでのVan der Velde (1979， 1982など）やBrock 

ら （1983など）の研究成果および日本における林(1984) 

やTsuchiya (1986)の研離果が相次いでいる。今後、 

各浮葉植物の個体の動態に着目した研究を進めるととも 

に、浮葉植物という同一の生育形を持つ植物群の共通性. 

普遍性についての考察を行ない、その理解を深めたいと 

考えている。
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